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介護福祉士の未来を拓く  
－専門職としての新たな使命－

東京都介護福祉士会

会長　永嶋昌樹

　介護福祉士は、制度上の役割や法的な根拠から「介護福祉

の専門職」として位置づけられています。しかし、その専門

性は、これまでどうしても「要介護者への直接的な支援」や

「施設・事業所におけるケアの担い手」という範囲にとどま

りがちでした。

　人口減少や高齢化が急速に進むいま、私たち介護福祉士

は、自らの専門性をよりマクロな視点から再構築し、地域社

会の中で新たな使命を果たしていかなければなりません。介

護保険制度のもとでは、要介護状態となる前の「介護予防」

の重要性が繰り返し指摘されています。しかし、現状では制

度的な限界もあり、本格的な支援が始まるのは多くの場合、

すでに心身の機能が大きく低下し、何らかの支援や介護が必

要となってからです。これからの介護福祉士は、要支援者・要

介護者への支援はもちろんですが、それ以前の段階、すなわ

ち「予防給付が必要な状態となる前」に、いかに働きかける

かが重要となってきます。なぜなら、6 5歳以上人口の増加に伴
い要支援・要介護状態となる人の数も増えていくと見込ま

れ、少子化が進展する現状では、今後いつまでたっても十分

な介護人材が確保できないと考えられるからです。要支援・

要介護状態になったから支援するのではなく、そのような状

態にならないように支援していくことが、生活支援を専門と

する介護福祉士に求められるのではないでしょうか。健康状

態の維持や生活習慣の改善、地域の中でのつながりづくりな

ど、生活の質を高め、病気や要介護状態となることを防ぐた

めの支援に、私たちは積極的に関わっていく必要がありま

す。
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　そのためには、介護技術だけでなく、栄養や運動、心理社会

的な支援、さらには「食」についての幅広い知識も不可欠で

す。たとえば、日々口にする食物がどのような原材料から作ら

れているかを知ることは、支援する人の健康を考える上で大変

重要です。さらに、どのような過程を経て食卓に届いているの

かを理解することは、単なる栄養知識にとどまらず、地域の農

業や生産者、食の安全や文化への理解にもつながります。人は

地域の中でさまざまな他者や制度の恩恵を受けて生活していま

す。「食」を通じて地域を知り、その地域に積極的に働きかけ

ることで、そこで暮らしている人の生活をより総合的に支援で

きる可能性が拡がります。

　また、私たち介護福祉士が、職場を離れた「自分の暮らして

いる地域」においても専門職としての知識や技術を活かし、活

動することも求められています。地域のサロンや居場所づく

り、ボランティア活動、地元の自治会やNPOとの連携など、職
場内の支援に留まらない地域貢献の姿が必要です。そのこと

が、地域包括ケアシステムの深化につながり、結果として介護

福祉士自身の専門性の幅や深さを広げる機会となります。

　職能団体は、そうした介護福祉士の新たな可能性を切り拓く

ための支援を使命としています。人材育成のあり方も、資格取

得後の研鑽にとどまらず、よりマクロな視点を持ち、生活支

援・地域支援の両輪で活躍できる介護福祉士を

育むことが求められています。専門職としての

誇りと責任を胸に、制度の枠を超えて、地域社

会に新たな価値をもたらす介護福祉士像を、

ともに築いてまいりましょう。
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w r i t e r /  小幡真也
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　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年6月 7日 (土 1 5時 30分から、道灌山学園保育福祉専門
　　　　　　　　　　　　　　　　学校において「第１１回定時社員総会」を対面参加型の総会

　　　　　　　　　　　　　　　　として開催致しました。永嶋会長より開催にあたっての挨拶

　　　　　　　　　　　　　　　　後、議長団の選出がありました。

・第 1号議案 :令和６年度決算報告並びに監査報告に関する件
浦尾常務理事より、決算報告書の原案を説明後、池田監事から監査報告がありました。賛成多数

で承認可決されました

・報告事項 1 :令和６年度事業報告に関する件
小幡副会長から、令和６年度事業報告について報告がありました。

・報告事項 2 :令和７年度事業計画に関する件
望月副会長から、令和７年度事業計画について報告がありました。

総会開催のご報告

w r i t e r /  小幡真也



　今回の基調講演に大川総裁をお呼びした

きっかけは、私が勤めている施設に出入り

している業者の方からの紹介でした。「大

川興業の大川総裁は福祉の現場にインタ

ビューしに行っているし、国会の記者と

して議員さんにも福祉のことを確認しに

行っているんだよ。」という話に対し、

私はどちらかというと半信半疑な気持ち

で聞いていました。しかし、総裁の著書「大川総裁の福祉

論！」を読ませていただき、本気で福祉を考えている人であ

ると自分の考えが１８０度変わりました。自分の先入観の浅

はかさに対し、まだまだ修練が必要であると感じたところで

す。

　さて、そのようなきっかけで総裁とつながり、今回の基調

講演につながったわけですが、私は大川総裁の様々なエピソ

ードの中でも、「大学時代に１５０社以上面接を受けてすべて

不採用だった。だから自分で会社を立ち上げた」という件が

印象的でした。私も実は就職活動で何度も不採用通知を頂戴

していた身です。今の法人には通算４回目の面接を受けて採

用通知を頂戴いたしました。３階連続不採用通知をいただい

たときは「俺 …この業界に向いていないんじゃあないかな
ぁ …。」と弱気になりました。総裁は私と比べて単純に５０倍
以上の不採用通知をいただいているにもかかわらず、受け続

けられるメンタルと、そこから自分で会社を設立するという

行動力の源について、大川総裁に伺ったところ（次ページへ）

基調講演

大川総裁の介護福祉論

～笑福連携～を聞いて



「仕方がないじゃん！自分のやりたいことを理解してくれると

ころがなかっただけなんだから。じゃあ自分で作るしかないか

と思っただけですよ。」とお話しくださいました。言うのは簡

単なことですが、取り組み方がわからないことや目に見えない

不安が私たち人間の歩みを止めてしまうことはあると思いま

す。総裁の話を聞いていると、「わからないこと」＝「わかる

まで調べること」が総裁の根底にあるのではないかと感じまし

た。今の仕事や業務においてなぜ？どうして？と感じる業務が

あるとして、行う理由がわからないと、できない理由が前面に

出てしまい、「やれない」という判断に至るのではないかと感

じました。

　私は今は事務方として老健で働いておりますが、現場員時代

を振り返るいつの間にか施設でできることにその方を当てはめ

て支援をしていたのではないか？本当にその人のやりたい事だ

ったのかと考えてしまいます。その人の能力を発揮する支援を

提供することを念頭に置いて現場での仕事をしていたつもりで

したが、もしかしたら私自身が枠組みとなってしまっていたの

ではないかと思うところです。総裁の

バイタリティ溢れる行動力は底知れぬ

知りたい欲求があるんだなぁと思うと

同時に、目の前のご利用者のやりたい

ことを本当に聞くことができていたの

であろうか？またやりたいという事に

対し、できないであろう理由を並べて

いたのではないかと思いました。まだ

まだ学べることがたくさんあると思う

反面、今までの自分の対応に反省をし

ながら総裁の話術に飲み込まれた貴重

な体験でした。文章：小幡真也

基調講演

大川総裁の介護福祉論～笑福連携～を聞いて

【大川豊氏　プロフィール】

大川興業総裁。1962年東京都まれ。

明治大学在学中にお笑い集団「大川興

業」を結成。就職試験で153社不合格と

なり、 1985年大川興業株式会社を設

立。芸人と同時にプロデューサーとして

1990年から若手芸人育成のためのライ

ブ「すっとこどっこい」を毎月開催し、

多くの芸人を輩出。政治経済のネタを得

意とし、国内外で取材を行う。近年は福

祉、医療の現場にも赴き、その活動は多

岐にわたる。総理記者会見にも参加して

いる。幅広い人脈を活かし、東日本大震

災、熊本地震、能登半島地震などの復興

支援活動も行う。著作に『大川総裁の福

祉論！』（旬報社）『金なら返せん！』

『日本インディーズ候補列伝』（扶桑

社）他。



　1987 年（昭和 62 年）に介護福祉士資格が誕生してから 38 年もの月日が流れました。当時「若手」

だった職員も 50 代、60 代以上になっています。2000 年（平成 12 年）の介護保険制度施行以降は、

多様な経歴をもつさまざまな世代の介護職員、介護福祉士が入り、すでに四半世紀がたちます。 豊富

な経験を持ちながら、定年や高齢のために現場を離れる会員も増えています。 

　「シニア部会（壮年部会）」は、定年を迎えた人や間近に控えた人が自分たちの経験を振り返りながら

セカンドライフを思い描いて共有しようという思いからスタートしました。また日本介護福祉士会倫

理綱領「後継者の育成」の観点から、若い世代に伝え残すべきメッセージなども語り合いたいと思って

います。 

　広報期間が短かったにもかかわらず、第 1 回（7 月 29 日）には 50～60 歳代 9 名の方が参加してく

ださいました。他業種を経て介護福祉士に入った方は、介護業界ならでは考え方に戸惑いつつも、外

部からは見えにくい介護の場や介護という仕事の価値や意義を、若い世代の介護福祉士や社会に伝えて

いきたいと話されていました。いくつかの職場を転々としながら、同じような介護でも組織風土や個人

によって意味づけや考え方が微妙に異なっていてモヤモヤしてきたという経験を語ったくれた方もいま

した。長年働いてきたけれど、介護職の権利が十分に守られない現状では自分の子どもに勧められない

と 語ってくれた方もいます。その方は「介護福祉士を国家資格化した際にどのような議論が行われた

の か。先人たちの思いや願いにもう一度立ち戻ってみるべきだ」と話されました。 

　初回は自己紹介を兼ねて各自の思いを語っていただくだけで、1 時間半という時間があっという間に

過ぎてしまいました。皆さんの思いに触れられ、共有できたとても貴重な時間でした。次回以降は、2

か月に 1 回程度、簡単なテーマを設定して開催する予定です。50 歳以上の方（関心のある方は若い世

代の方でもOK）、ぜひお気軽にお集まりください。 
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調査研究委員会よりお知らせ

wr i t e r / c yo u s a k ennkyub uk a i
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○会 員 ア ン ケ ー ト を 行 い ま す
【 担 当 理 事 :  企 画 部  調 査 研 究 委 員 会 　 佐 々 木 】

○今後予定しているテーマ

・会の活動に参加した経験や感想、会に対して思うこと（今回）

・介護ロボットやICTの導入・活用に関すること

・介護福祉士の専門性に関すること

・外国人職員との協働に関すること

・人材不足のなかで介護の質の維持・向上に心がけていること

・介護福祉士の社会的評価や待遇に関すること　など

h t t p s : / / fo rms . g l e /mHL5 rKpKW JQPb 1 kN8

　今年度より、会員の皆さまの声を会員間で共有したり、会の運営に役立てる

ことを目的として、オンラインでアンケートを行うことになりました。

　集計結果は次号の東京都介護福祉士会ニュースやSNS等で公開します。ご自
分以外に同じ思いを持つ人、ご自分と違う意見をもつ人などさまざまな思いや

意見を共有することで、ほんの少しでも今後のお仕事に役立てるきっかけにし

ていただきたいと思います。

○今回のテーマは「会の活動に参加した経験や感想、会に対して思うこと」で

す。

○アンケートの集計結果は、ニュース等を通じて会員にフィードバックするほ

か、日本介護福祉学会の全国大会等で公表することがあります。公表に際し

て、個人が特定される可能性のある情報は一切公開しませんので、ご安心くだ

さい。

○以下にアクセスして、お気軽にご回答ください。

回答期限は 20 2 5年9月 30日（火） 2 3 : 5 9です。

https://forms.gle/mHL5rKpKWJQPb1kN8


申込受付中！！

昨年度に引き続き、１類の残り６科目を10月から開講します。 ①福祉用具と住環
境に関する領域 ・10/30（木）・10/31（金）（住環境） 会場：道灌山学園保育福祉
専門学校 ・11/29（土）・11/30（日）（福祉用具） ②心理・社会的支援の領域 日程
調整中

・心理的支援の知識・技術（2日間） 
・地域生活の継続と家族支援（2日間） 
③生活支援・介護過程に関する領域日程調整中 
・認定介護福祉士としての介護実践の視点（3日間）
・個別介護計画書作成と記録の演習（3日間）
・自職場事例を用いた演習（1日）

定員：科目ごとに

※補講の方、他県から
の受講も可能です！

30名

1回目9/27 （土）
2回目 10/11（土） 会場：特別養護老人ホーム 杜の風・上原 7階 研修室 
3回目11/8 （土）定員：15名
4回目 11/29（土） 
5回目12/6 （土）
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